
（１）保育（２号認定児）の量の見込み及び提供体制

(単位:人)

29年度 30年度 31年度 29年度 30年度 31年度 29年度 30年度 31年度 29年度 30年度 31年度

2,340 2,358 403 395 591 609 3,334 3,362

　②年度当初定員数 2,058 2,366 2,358 408 408 408 600 645 609 3,066 3,419 3,375

　③各年度で確保する定員数 308 △ 8 0 0 0 0 45 △ 36 0 353 △ 44 0

　④翌年度当初定員数(②＋③) 2,366 2,358 2,358 408 408 408 645 609 609 3,419 3,375 3,375

－ 18 0 － 5 13 － 18 0 － 41 13

※29年度「③各年度で確保する定員数」については、施設整備の中で、現時点において見込んでいる内容を記載しており、今後の実績に応じて修正します。

（２）保育（３号認定児）の量の見込み及び提供体制

(単位:人)

29年度 30年度 31年度 29年度 30年度 31年度 29年度 30年度 31年度 29年度 30年度 31年度

　①０歳児 417 417 23 23 59 59 499 499

　②１・２歳児 1,296 1,279 91 90 229 243 1,616 1,612

　③３号認定合計(①＋②) 1,713 1,696 114 113 288 302 2,115 2,111

　④年度当初定員数 1,242 1,539 1,696 142 142 142 275 307 302 1,659 1,988 2,140

　⑤各年度で確保する定員数 297 157 0 0 0 0 32 △ 5 0 329 152 0

　⑥翌年度当初定員数(④＋⑤) 1,539 1,696 1,696 142 142 142 307 302 302 1,988 2,140 2,140

－ △ 17 0 － 28 29 － 14 0 － 25 29

※29年度「③各年度で確保する定員数」については、施設整備の中で、現時点において見込んでいる内容を記載しており、今後の実績に応じて修正します。

※区域Ａにおける30年度「⑤各年度で確保する定員数」については、29年度の取組の実績に応じて修正します。
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